
釜石市の再生可能エネルギー導入のための

ゾーニングの取り組み

釜石市の温室効果ガス削減目標

この目標を達成するための

当市の再生可能エネルギー発電設備導入目標は
39,180kW
（2022.3時点) （2030.3目標） 

温室効果ガス排出量

2030年に 55%削減
釜石市は意欲的に対策を進めることによって

温室効果ガスの排出量を2030年に2013年

度比55％削減実現を目指します。

温室効果ガス排出量

2050年に 実質ゼロ
2050年にはゼロカーボンシティーの実現を

目指します。

計画目標 長期目標

119,626kW ３倍
約

この目標を達成するために、効率よく再生可能エネルギー化を進めるのが喫緊の課題です。

そのためにゾーニングは必要不可欠な取り組みなのです。

ゾーニングマップの作成・公開

マップ作成までのステップ

期待される3つの効果

ゾーニングとは何か 再生可能エネルギーに対する

釜石市民の意識は高い！

自然環境 地域特性
再エネの

ポテンシャル

情報収集し、総合的に検討

「導入適地」を「見える化」

ゾーニングとは、自治体・地域住民・専門家が協力するこ

とで、地域が〝納得〟できる再生可能エネルギーの導入適

地を見える化することです。また再生可能エネルギーの導

入拡大に伴い、自然環境を悪化させたり地域住民とのコ

ミュニケーションが十分に取れていなかったり、様々なト

ラブルを招く場合があります。ゾーニングはこうした問題

を未然に防止しつつ、再生可能エネルギーを効率的に普及

拡大するために必要なのです。

反射光

＜再エネ導入時のトラブル例＞

防災 騒音 景観 鳥類保護

釜石市の再エネ導入可能エリアの可視化に向

けた市民の意識調査をアンケート形式で行い

ました。釜石市民の再エネに対する関心や意

識が高いことがわかります。

●2023年９月15日～10月14日に実施

●18歳以上の市民　1,000人に実施

◆人の生活への影響 ◆防災･安全への影響

◆動植物や生態系への影響

とても重視する

やや重視する

あまり重視しない

全く重視しない

その他･無回答
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57.8%

29.0%

太陽光、陸上風力、洋上風力、小水力などの発電種別ごとにゾーニングマップを作成し、市ホームページなどで公開

します。ゾーニングマップでは、保全エリアや導入適地（事業可能･調整エリア）を区分けします。事業者は、地域固

有の情報を事前に把握し、再生可能エネルギー事業を効率的に進めることができます。

●マップの作成イメージ

ゾーニングマップ
保全エリア 保全エリア

事業可能
エリア

調整エリア

＜エリア区分＞

自然環境･生態系･景観等の保護･保全の観点から、事業による開発を避けるべきエリア。保全エリア

保全エリア以外の範囲で、事業者が関係機関や地域と事業範囲等を調整しながら事業を実施できるエリア。調整エリア

保全エリア以外の範囲で、事業性があり、再生可能エネルギーの導入に向けたポテンシャルの高いエリア。事業可能エリア

導入適地の

見える化

2023

年度

2024

年度
勉強会・ワークショップ開催

自治体･地域住民･専門家による意見交換、検討会議　等

情報整理

※1　環境省のEADAS（環境アセスメントデータベース）およびREPOS（再生可能エネルギー情報提供システム）をベースに、文献情報や地域の固有情報を収集します。

※2　地域の文化やコミュニティの在り方などの要素をゾーニングに含めます。

※1

※2

解析

（条件設定）

マップ

素案完成

現地

確認･調査

地域

合意形成

マップに

反映

マップ完成

公開
文献調査

固有情報

保全エリアを明確にすることで、地域の「大切な自然環境を守る」ことができる。

導入適地を「見える化」することで、再生可能エネルギーを

｢効率的に普及」させることができる。

地域住民と意見交換をすることで、再生可能エネルギーの導入における

「トラブルを未然に防止」することができる。

1

2

3

スムーズな

再エネ導入

釜石市国際港湾産業課ゼロカーボンシティ推進室
〒026-8686 岩手県釜石市只越町3丁目9番13号 TEL：0193-22-2111（代表） FAX：0193-22-2686 kouwan@city.kamaishi.iwate.jp

0.9%

事業可能
エリア


